


要約: 7 および 14 日齢の新生仔ラット線条体にマイクロダイアリシス法を用いて NMDA を

投与し,潅流液中の興奮性アミノ酸およぴ一酸化窒素(NO)代謝産物である NO2/NO3 につい

て検討した. NMDA 負荷は潅流液中に 1mmol の NMDA を入れ 40 分間行った. NMDA 負荷時の

興奮性アミノ酸は投与中に増加し,負荷終了後も高値を示した.その増加は 7 日齢と 14 日

齢による差を認めなかった. NO2/NO3 はいずれの日齢でも負荷中に軽度増加し,14 日齢で

は負荷終了後に著明な NO3 の増加を認めた.これらの変化は 1-NAME (3mg/kg)を投与する

ことにより抑制された. 7 日齢と 14 日齢ラットでは日齢による変化の違いが大きく,日齢

による NO の役割の相違が示唆された.


